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             来年はぜひトライスポーツを！ 

                               校 長 坂井 廣幸 
 
 ９月３日、宮古運動公園陸上競技場に高等部生徒が集まり、陸上記録会が行われました。

あいにく小雨の中でしたが、生徒はあきらめずに最後まで競技に取り組みました。昨年の記

録を意識して自己ベストを狙う者や仲間の声援に励まされて予想以上に力を発揮する者な

ど、それぞれが肌寒い中でも充実した一日を過ごしました。そして陸上競技場に来ないで学

校に残った生徒はフロアボウリングを行い、その様子はテレビ会議システム Teams を使っ

て、陸上競技場にいる生徒も生で見ることができました。この日高等部の生徒が一生懸命頑

張っている姿を見ることができて、私はとてもうれしく思いましたが、その後複雑な思いを

抱きました。本来この日はトライスポーツが実施される日だったからです。トライスポーツ

は岩手県特別支援学校知的障がい教育校長会が主催し、該当する高等部生徒が一同に北上

市の北上総合運動公園に集まって競う競技会です。昨年参加した高等部生徒の中には、他校

の生徒の高いレベルに圧倒され、自分の競技力を上げようと頑張ってきたのを知っていた

ので、ぜひ他校の生徒と競ってベスト記録を作ってもらいたいと考えていました。それだけ

にその大きな機会を与えることができなかったのが悔やまれます。来年はすべての生徒が

北上市に集まって、競技に臨むことができる状況になることを願っております。 
 ９月１５日、中学部生徒４人はいわて生活協同組合マリンコープ DORA で作業製品販売

を行いました。校内実習で２週間かけて作業製品をたくさん作り、昨年に引き続き DORA
で販売しました。この日販売場所を訪れたお客さんは作業製品を見て何だろうと興味深げ

に商品を手に取ったり、「去年も買ったよ。」と言いながら購入していくお客さんなどがいて

結構売れました。一般の方が購入していただくのを見ると今後の校内実習に取り組む生徒

のモチベーションが大きくなるので貴重な経験であると思いますし、本校の様子を知って

いただく機会でもあると思います。  
 ９月１８日、小学部児童はなかよし交流で崎山小学校に行きました。前回の交流は手紙を

送り合う、間接交流でしたが、今回は直接顔を合わせる交流となりました。一緒に御神輿を

ひいたり、ゲームを行ったりして交流を深めることができました。やはり直接お話をするこ

とは大切なことだと思います。今後もこのような交流を大切にしていきたいと思います。 
 今年はコロナ感染症のために、多くの予定された行事が中止、または内容を大きく変更す

ることになりました。仕方がないところもありますが、ぜひ来年度は従来の形で行事等を実

施したいと思います。今回は学校行事の意義を改めて見直す機会ともなりましたので、さら

に意味あるものにしていきたいと思います。これまでの行事を振り返り、さらによりよいも

のにする機会となるのなら、コロナ感染症はマイナスばかりではなかったと考えることは

できます。でも、それは従来どおり実施できる環境が整った場合ですが。 



中学部 作業製品販売会 
 ９月１５日（火）マリンコープ DORA にて行われました。 
直前に行った校内実習で製作した封筒やポチ袋、メモ帳等を 
販売しました。たくさんの方からお買い求めいただき、売り 
上げの総額が 16,250 円となりました。販売活動を通じて、 
製品が売れる喜びや達成感を感じることができ、また、公共 
の場におけるマナーを感じ取って社会性を身に付けることが 
できた有意義な１日になりました。ご協力下さいました保護 
者、地域の皆様方に深く感謝申し上げます。 
 
 

小学部 なかよし交流（崎山小学校との交流） 
９月１８日（金）に崎山小学校のみなさんと交流をしてきま 

した。「秋祭り」を交流のメインとして行い、御神輿をひいたり、 
ゲームをしてクリアすることができたらプレゼントを貰ったり 
と楽しい時間を過ごしてきました。また、崎山小学校６年生に 
よる「崎山魂」を鑑賞しました。前期に予定されていた１回目 
の交流は手紙をお互いに送り合う形式で実施したので、子ども 
たちは直接交流ができる喜びを感じ取っていました。 
 
 

高等部陸上記録会 
 ９月３日（木）に宮古運動公園陸上競技場にて開催しました。今年は新型コロナウイルス

感染症拡大防止のため各種外部大会が中止になってしまいました。そこで、専門施設・環境

での運動機会を保障し、計画的に運動に親しむ習慣を身に付けることを目標とし、それぞれ

自己との闘いを繰り広げました。競技種目は 50m、100m、800m、４×100m リレー、ソフ

トボール投げ、フライングディスク（ディスタンス）、走り幅跳びでした。校内ではフロア

ボウリングを行いました。競技場はあいにくの雨でしたが、これまでの練習の成果を発揮す

べく全員が懸命な取り組みを見せてくれました。学校と競技場を、テレビ会議システム

Teams を使い生中継しました。会場は離れていても心はひとつ！高等部のまとまりを感じ

ることができた１日となりました。 
  
 


